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５
月
15
日
は

沖
縄
本
土
復
帰

の
日
。
当
時
の

政
府
は
「
沖
縄

を
平
和
の
島
と
し
、
他
国
と

の
経
済
的
・
文
化
的
交
流
の

舞
台
と
す
る
こ
と
こ
そ
、
こ

の
地
に
尊
い
生
命
を
さ
さ
げ

ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
霊
を

慰
め
る
道
で
あ
り
、
沖
縄
の

祖
国
復
帰
を
祝
う
我
々
国
民

の
誓
い
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
声
明
し
た
。
し
か

し
、
在
日
米
軍
専
用
施
設
の

70
・

３
％
が
沖
縄
に
集
中

し
、
安
保
３
文
書
に
は
日
本

周
辺
で
核
・
ミ
サ
イ
ル
を
含

む
軍
備
増
強
が
急
速
に
進
展

し
て
い
る
た
め
防
衛
力
の
抜

本
的
強
化
を
必
要
と
し
、

「
反
撃
能
力
の
保
有
」
や

「
防
衛
予
算
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
２

％
に
す
る
」
等
が
記
述
さ
れ

た
。
沖
縄
県
は
軍
事
面
で
の

安
全
保
障
で
は
な
く
、
幅
広

い
分
野
に
お
い
て
日
本
と
他

国
と
の
交
流
や
信
頼
関
係
の

構
築
な
ど
積
極
的
な
役
割
を

担
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

る
。
沖
縄
は
文
化
・
環
境
対

策
な
ど
多
様
な
安
全
保
障
を

創
造
し
て
い
く
場
と
し
て
、

地
域
特
性
を
発
揮
で
き
る
場

所
だ
。
岸
田
政
権
の
す
す
め

る
大
軍
拡
・
戦
争
国
家
づ
く

り
に
反
対
し
、
憲
法
を
守
り

憲
法
に
基
づ
く
平
和
外
交
と

政
治
を
国
民
は
訴
え
続
け
る

べ
き
で
は
な
い
か
。 

（
Ｙ
）

新会館建設

右から西山氏・小澤氏・高本氏

兵
庫
県
保
険
医
協
会
が
１
０
０
万
円
を
募
金

関
西
の
運
動
・
災
害

支
援
の
拠
点
に

意外と知られていない鼻と口の大切な関係

よくわかる鼻の話
―機能と病気について―

保険で
よい歯科診療を

大阪連絡会大阪連絡会

２
０
２
２
年
６
月
時
点

２
０
２
２
年
６
月
時
点

で
は
選
択
制
だ
っ
た

で
は
選
択
制
だ
っ
た

　

２
０
２
２
年
６
月
の
閣
議

決
定
時
点
で
は
２
０
２
４
年

度
中
に
紙
と
マ
イ
ナ
の
選
択

制
の
保
険
証
の
導
入
を
目
指

す
と
さ
れ
て
い
た
。
加
入
者

か
ら
の
申
請
に
よ
っ
て
紙
の

保
険
証
の
交
付
が
さ
れ
る
こ

と
も
追
記
さ
れ
て
い
た
。
そ

れ
が
、
同
年
10
月
の
河
野
デ

ジ
タ
ル
相
の
記
者
会
見
で
突

如
、「
２
０
２
４
年
秋
に
現

在
の
健
康
保
険
証
の
廃
止
を

目
指
す
」
と
期
限
付
き
の
廃

止
方
針
が
示
さ
れ
た
。

期
限
付
き
廃
止
方
針

期
限
付
き
廃
止
方
針

い
つ
ど
こ
で

い
つ
ど
こ
で

　

現
行
の
健
康
保
険
証
に
つ

い
て
期
限
付
き
の
廃
止
方
針

が
い
つ
ど
こ
で
議
論
さ
れ
た

の
か
は
不
明
だ
。

　

２
０
２
３
年
秋
の
臨
時
国

会
で
、
立
憲
民
主
党
の
山
ノ

井
和
則
衆
院
議
員
、
同
党
の

杉
尾
秀
哉
参
院
議
員
か
ら
厚

労
省
、
デ
ジ
タ
ル
庁
の
担
当

者
に
対
し
追
及
が
あ
っ
た

が
、
河
野
会
見
の
前
に
事
務

の
か
。
一
大
臣
の
独
断
と
思

い
つ
き
か
。

　

分
か
っ
て
い
る
の
は
、
２

０
２
２
年
10
月
の
河
野
会
見

の
時
点
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
取
得
率
が
50
％
を
下

回
っ
て
い
た
こ
と
だ
。

 

（
つ
づ
く
）

レ
ベ
ル
で

議
論
が
あ

っ
た
形
跡

は
な
い
と

の
回
答
だ

っ
た
。

　

期
限
付

き
保
険
証

廃
止
は
い

つ
ど
こ
で

決
ま
っ
た

を
与
え
る
な
ど
し
て
、
マ
イ

ナ
保
険
証
に
誘
導
し
、
そ
の

原
則
化
を
図
る
も
の
と
言
え

る
。
そ
の
先
に
は
、
従
来
型

保
険
証
の
原
則
廃
止
が
想
定

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

『
国
民
皆
保
険
制
度
』
を
採

用
す
る
我
が
国
で
は
、
全
国

民
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
を
強
制
す
る

の
に
等
し
い
の
で
あ
っ
て
、

番
号
法
の
申
請
主
義
（
任
意

取
得
の
原
則
）
に
反
し
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

を
事
実
上
強
制
し
よ
う
と
す

る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
」。

の
強
制
で
あ
る
。
ま
さ
に
日

本
弁
護
士
連
合
会
の
２
０
２

２
年
９
月
「『
マ
イ
ナ
保
険

証
』
取
得
の
事
実
上
の
強
制

に
反
対
す
る
会
長
声
明
」
で

も
こ
の
点
を
問
題
視
し
て
い

る
。

　

「
診
療
報
酬
の
見
直
し
や

高
額
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
は
、

同
カ
ー
ド
を
取
得
し
な
い
者

に
不
合
理
な
経
済
的
不
利
益

し
、
国
民
皆
保
険
を
前
提
に

す
れ
ば
、
現
行
の
保
険
証
を

廃
止
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
に
一
体
化
す
る
こ
と

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

今
回
の
市
民
講
座
は
、
Ｍ

＆

Ｄ
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催

（
定
員
１
０
０
人
）
す
る
。

参
加
費
は
無
料
。
ス
タ
ッ
フ

・
ご
家
族
を
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ

き
た
い
。

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療

を
」
大
阪
連
絡
会
は
、「
誰

も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
安
心
し
て
安
全
な
歯
科

医
療
」
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
市
民
講
座
や
歯
の
健
康

教
室
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
民

講
座
で
は
健
康
な
体
づ
く
り

を
テ
ー
マ
と
し
て
幅
広
い
学

習
テ
ー
マ
を
設
け
企
画
し
て

い
る
。

　

本
講
座
で
講
演
す
る
近
藤

先
生
の
抄
録
を
紹
介
す
る
。

近
藤
先
生
の
話

　

鼻
は
一
見
す
る
と
単
な
る

空
気
の
通
る
穴
に
思
え
ま
す

が
、
実
は
い
ろ
い
ろ
な
機
能

を
持
っ
て
い
る
臓
器
で
す
。

呼
吸
に
関
係
す
る
鼻
の
機
能

と
し
て
、
吸
い
込
ん
だ
空
気

を
加
温
す
る
、
加
湿
す
る
、

ほ
こ
り
や
病
原
体
を
取
り
除

く
と
い
う
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
機
能
が
重
要
で
す
。
こ

の
機
能
に
よ
っ
て
肺
に
到
達

す
る
空
気
を
ご
み
の
な
い
37

度
湿
度
１
０
０
％
の
空
気
に

調
整
し
ま
す
。
外
界
の
環
境

（
気
温
や
湿
度
）
、
身
体
活

動
（
運
動
、
睡
眠
な
ど
）
に

応
じ
て
鼻
は
血
流
や
空
気
抵

抗
、
鼻
水
の
分
泌
を
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
調
節
す
る
こ
と
で

適
切
な
呼
吸
状
態
を
維
持
し

ま
す
。

　

鼻
の
病
気
の
う
ち
、
ア
レ

ル
ギ
ー
性
鼻
炎
は
国
民
病
と

も
呼
べ
る
ほ
ど
頻
度
の
高
い

疾
患
で
す
。
副
鼻
腔
炎
に
は

細
菌
感
染
、
真
菌
、
免
疫
異

常
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
原
因
が

あ
り
ま
す
が
、
副
鼻
腔
は
上

顎
の
歯
と
位
置
が
近
い
た

め
、
虫
歯
が
ひ
ど
く
な
っ
て

副
鼻
腔
炎
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
鼻
の
重
要
な

機
能
は
嗅
覚
で
す
。
に
お
い

を
感
じ
る
た
め
の
嗅
神
経
は

数
十
万
種
と
も
い
わ
れ
る
に

お
い
物
質
を
感
じ
る
た
め
の

特
殊
な
神
経
回
路
を
持
っ
て

い
ま
す
。
嗅
神
経
は
全
身
の

神
経
の
中
で
最
も
高
い
再
生

能
力
を
持
つ
組
織
で
す
が
、

鼻
副
鼻
腔
炎
や
ウ
イ
ル
ス
感

染
、
加
齢
変
化
な
ど
で
嗅
覚

低
下
が
起
こ
り
ま
す
。
嗅
覚

障
害
は
視
覚
や
聴
覚
の
障
害

と
比
べ
て
軽
視
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
に
よ
る
嗅
覚
障
害
は
嗅

覚
の
重
要
性
を
多
く
の
人
が

認
識
す
る
契
機
に
な
り
ま
し

た
。

　

本
講
演
で
は
鼻
の
機
能
と

病
気
に
ま
つ
わ
る
い
ろ
い
ろ

な
話
題
を
取
り
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。
肩
の
凝
ら
な
い

話
ば
か
り
で
す
の
で
お
気
軽

に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
任
意

カ
ー
ド
は
任
意

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
は
任
意
で
あ
る
。
し
か

　

政
府
は
、
現
行
の
健
康
保
険
証
を
今
年
12
月
２

日
に
廃
止
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
協
会
は
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
が
便
利
さ
な
ど
の
理
由
か
ら
診

療
側
の
希
望
に
よ
り
任
意
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
に

は
反
対
で
は
な
い
が
、
診
療
所
の
規
模
や
患
者
ニ

ー
ズ
、
閉
院
ま
で
の
期
間
な
ど
を
無
視
し
義
務
化

・
強
制
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
強
く
抗
議
し
て
い

る
。
改
め
て
問
題
点
を
戸
井
逸
美
政
策
部
長
が
連

載
で
解
説
す
る
。

戸
井
逸
美
政
策
部
長
が
解
説

問題点保険証廃止をめぐる ①

期
限
付
き
廃
止
は
独
断
か

※お申込みはコチラ
日時　６月９日（日）
　　　午前10時～正午
会場　現地会場・Ｍ＆Ｄホール＋Zoom併用
会費　無料　申込　QRコード・協会ＨＰ

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡

会
」
は
６
月
９
日
、
「
よ
く
わ
か
る
鼻
の

話
―
機
能
と
病
気
に
つ
い
て
―
」
を
テ
ー

マ
に
市
民
講
座
を
開
く
。
講
師
は
、
東
京

大
学
医
学
部
附
属
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
教
授

・
近
藤
健
二
氏
。
大
阪
府
・
大
阪
市
、
大

阪
市
教
育
委
員
会
、
朝
日
・
産
経
・
日
経

・
毎
日
・
読
売
各
新
聞
社
が
後
援
す
る
。

阪
保
険
医
新
聞
を
示
し
、
現
在
の

会
館
が
40
年
以
上
前
に
建
て
ら
れ

た
あ
と
の
医
科
・
歯
科
協
会
の
歴

史
を
ふ
り
か
え
っ
た
。
小
澤
氏
は

南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
想
定
と
対

応
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

西
山
氏
は
、
１
９
９
１
年
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
大
阪
医
科
・

歯
科
協
会
が
現
在
の
会
館
を
関
西

の
支
援
拠
点
と
し
な
が
ら
、
兵
庫

協
会
や
被
災
会
員
に
対
し
て
支
援

活
動
に
取
り
組
ん
だ
機
関
紙
の
記

事
に
目
を
止
め
、
日
常
的
な
運
動

の
中
心
と
し
て
大
阪
の
会
館
が
大

き
な
位
置
を
占
め
る
一
方
、
災
害

時
に
は
関
西
の
支
援
の
出
発
拠
点

と
し
て
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い

る
と
の
思
い
を
述
べ
た
。

　

５
月
８
日
、
兵
庫
県
保
険
医
協

会
か
ら
西
山
裕
康
理
事
長
、
藤
田

誠
治
事
務
局
長
、
小
川
昭
事
務
局

次
長
が
来
局
。
保
険
医
会
館
の
新

会
館
建
設
の
た
め
、
１
０
０
万
円

の
募
金
を
寄
せ
た
。
西
山
氏
か
ら

は
個
人
と
し
て
の
寄
付
も
あ
っ

た
。

　

当
会
の
小
澤
力
理
事
長
と
大
阪

医
科
協
会
の
副
理
事
長
で
新
会
館

建
設
委
員
会
の
高
本
英
司
委
員
長

が
応
じ
、
謝
辞
を
伝
え
た
。

　

高
本
氏
は
西
山
氏
に
過
去
の
大

ポ
ス
タ
ー
・
署
名
同
封

ご
活
用
く
だ
さ
い

こちらも今号に同封

・点数早見表　　　
・施設基準ポスター
ぜひご確認ください


